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令和６年度「志教育」実践事例                                   様式３  

宮城県仙台第二高等学校 

 

志教育の 

視点 
かかわる ・ もとめる ・ はたす 

 

活動名 
活動名 北陵グローバルゼミ(2学年生徒全員) 

教科・領域等 
総合的な探究の時間 

活動学年等 
2学年 全員 

ねらい 
生徒一人一人が世界に目を向け、グローバル化を自分の身近なものとして感じ、英語による言

語活動を通して世界の人々と価値観を共有できるようにすることを目標にする 

 

【実践内容】 

・オールイングリッシュによる外国人留学生とのグループディスカッション。 

日時 6月27日(木) 10：30～16：30（2校時～8校時 ６時間相当）1～4組 

6月28日(金)  10：30～16：30（2校時～8校時 ６時間相当）5～8組 

実施形態 

・日本国内の大学に留学している外国人留学生 25 名を招聘し、SDGｓの Goal5(ジェンダー平等を実現しよう)を共通

目標に、ディスカッションを通して、世界と日本の差異や共有すべき課題について考察した。 

・外国人留学生の出自は世界から、人種、性別、宗教がそれぞれ違う人々が集まった。 

・クラスに1名ずつ外国人ファシリテーターがつき、進行を促す。 

・小グループ(生徒 5~6 名で 1 グループ、1 グループにつき留学生 1 名が入る)で協働的に話し合い、最終的にグ

ループごとにまとめた意見を発表する場を設けた。 
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【活動の様子】 

外国人留学生によるオープニングトーク、アイスブレイキング 

 

 

 

ファシリテーターによる問題提起 

 

 

 

問題提起を受けて、課題を見つける ブレインストーミング              

 

 

 

講師とのディスカッション、他グループとの質疑応答で、さらに焦点化・深化させる 

 

 

 

最終プレゼン 活発な質疑応答が行われた                     最後はみんなフレンドリーになりました 

 

 

 


